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509 酵母 Sacaaromycodes　 sinensis の分 類学的考察
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【目的】SU．　sinensis 　IFO　10111T は、山田 ら
1｝
や Kurtzman ら

2）
の 18srRNA 、26srDNA

の部分塩基 配列 に基 づ き、〈tadsonia　fu／vescens 　var ．　elonpata の シ ノニ ム と して 提案さ

れた 。 そ こ で 、 未だ未検討の 5．8s ＋ ITS　rDNA 領域の RFLPを 、
5U．　ludivigii　IFO　07gsT

や N．fuL　var ．　 e／ongata 　IFO　O　665 と比較 した。

【方法 と結果】上 記3 菌株か ら簡易抽出（改変 Cai）法 に よ り採取 した ［M 試料を鋳型と し

ITSIお よび ITS4をプライマ
ー

と しだ ℃ R産物の RFLPを 、 電気泳動法 によ り比較 した 。

目的 の 5．8s＋ iTS領域の サイズ は、　tudwigii（760bp ）とsinensis （720bp ）で はほ ぼ同 じ

で あ っ た が、elongata （550bp ）は 、 よ り小 さか っ た 。 制限酵素惚 illで は 、
3菌株共 1本

のバ ン ドだ けが現れた 。 しか し、 Hha　iで は、　 sinensis が3個 所 （4本の サ イズの 異なる

バ ン ド） で、また ’udwigii とelongata は 1個所 （各2本のバ ン ド）で切断 され 、　 E伽 f　lで は

sinensis とtudwigiiが 1個 所（各2 本の バ ン ド）で 、 また efongata は 2個所（3 本の バ ン ド）

で切 断 され た 。な お 、 供 試3菌株 の （｝旧 ：
電気泳動パ ターン並びに胞子 形成過程の 形態的

特徴を も併せ て、 Sd 　sinensis の 分類学的再考察を行 う 。
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【目的】自然界に生息す る耐塩性酵母の 多様性研 究の 過程 に お いて 見い 出 され た 、 新規

分 類群 に属 す るこ 株に つ い て 分 類 学的 帰属を明 らか に す る こ とを目的と した 。

【方法 と結果 】耐塩性 酵母 H130 ，　H149 は タイ 国の 塩漬イ カ乾物お よび 味噌 よ り分 離 し

た 。 18S　rDNA に基づ く分子系統解析 の 結果 、　 H　130
，
　H　149 は Citeromyces　matritensis

IFO　09S4Tと一
つ の クラ ス タ ー

を形成 し 、 細胞及 び子 嚢胞子 の形 態はC．　matritensis と類

似 して い た 。 The ・YeaSts （第 4版 ）に拠 る生理 ・生化学 的性状試験は 、　 C．　matritensis と

異 な り 、 分離株 は L−Sorbose資化性 を示 さず、　Maltose発 酵性、　L−Lysine資化性 、37 ℃

に お け る生育 が認め られ た 。
ユ ビキ ノ ン タイ プは Q −8 、 G ＋C 含量は 44　mol ％で あ っ た 。

ビオ チ ン標識 したプ 囗 一ブを用 い たマ イ ク ロ プ レー ト法 によ る DNA −DNA 相 同性試験の

結果 、 分離株はC．m ∂tritensis　l　FO　O954Tと 10−23％ と低 い 相同性 を示 した 。 以上 の 結果

よ り分 離株二 株 H130，
　H　149はCiteromyces属の 新種で あ る と考 え られ 、

　 Citeromycθs

siamensis と命名 した 。 耐塩性試験 の 結果 、　 C．　siamensis 　H　130，　H　149は C．　matritensis

iFO　0954Tに 比 べ 高 イオ ン 毒耐性能 、 およ び異な る ポ リオ ー
ル 生産性 を示 した。
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